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冬ごもりの虫も顔を出すという啓蟄も過ぎ、少しずつ春の気配を感じるようになりました。
学校では、進級や進学に向けてそれぞれの学年がまとめの時期に入っています。６年生は、卒

業制作や奉仕活動など忙しい日々を過ごしていますが、たくさんの楽しい思い出となってくれれ
ばと願っています。保護者の皆様、地域の皆様には、いつも学校教育に御支援・御協力をいただ
き、ありがとうございます。今までのご厚情に深く感謝申し上げます。
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３月 ３日(火)、今までお世話になった６年生に感謝の気持ち
を表そうと、児童会主催の「６年生を送る会」を行いました。
第一部は、各学年からの発表や合唱、合奏のプレゼントです。最
初は、５年生が「この星に生まれて」の合唱をしました。そして、
『６年生に教えてもらったことをしっかり受け継ぎ、すばらしい
稲葉小をつくっていきます。』と呼びかけました。
次は、１年生が「６年生にしてもらってうれしかったこと」を

発表しました。「登校班で、スピードを合わせてもらったこと、ランドセルの準備や名札付け
を手伝ってもらったこと、一緒に遊んでくれたこと」などの発表の後、ありがとうの気持ちを
込めて６年生にメダルのプレゼントをしました。
２年生は、ありがとうの気持ちを込めて「ビリーブ」の歌を歌いました。
３年生は、「ふしぎなパフ」を歌ったりリコーダーや鍵盤ハーモニカで演奏したりしました。
４年生は、「思い出のアルバム」のメロディーにのせて、今までお世話になったことを替え

歌にして発表しました。
第二部は、「ゲーム」です。最初は缶つみです。１年生から６年生までが真剣に挑戦しまし

た。高く積んだ缶が崩れたときには、「あ～」と大きな声が重なりました。次は、クイズです。
６年生からのアンケートに基づいて問題が出されました。
第二部が終わると、下級生から６年生へのプレゼント贈呈です。１年生から５年生までの下

級生が、心を込めて「色紙の寄せ書き」と「小物入れ」を作りました。６年生からは、「稲小
ソーラン」と「明日を信じて」の美しい歌声が返されました。
最後に、教職員が稲小ソーランの踊りと「ともだちの歌」を歌いました。「ともだちの歌」

は、６年生が学級の歌として３年間歌い続けてきた歌です。「卒業おめでとう。これからも友
達を大切にして。」の思いを込めて歌いました。ソーランの踊りは、教職員よりも６年生の方
が上手でしたが、教職員も熱い思いで踊りました。朝から寒い日でしたが、みんなの思いが伝
わって温かい気持ちになりました。

心温まる 「６年生を送る会」

学年対抗縄跳び大会を行いました
回数跳び(3分間で何回とべるか)
第一位 ６年生２４８回
第二位 １年生２４６回（ハンディ 100）
第三位 ４年生２１１回（ハンディ 40）

連続跳び(つかえないで何回とべるか)
第一位 ６年生２８０回
第二位 ４年生１４５回（ハンディ 40）
第三位 ３年生１２４回（ハンディ 40）

交通安全を願って
交通安全を祈願して、平成 27年度新入生

25名にと、次のものをいただきました。
・壬生町交通安全協会稲葉支部様より

定規
・壬生町交通安全協会女性部様より

鉛筆セット
・壬生町交通安全協会母の会様より

愛の鈴
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「いきいき壬雷クラブ」の皆さんに学校に来
ていただき、１年生に昔遊びを教えていただ
きました。けん玉・こま・おてだま・めんこ
・あやとり・おはじき・カルタとそれぞれの
コーナーに分かれて、やり方を見せてもらっ
たり教えていただいたりして遊びました。と
ても楽しい時間になりました。
１年生も自

分たちで司会
進行をして、
「おねがいし
ます」「ありが
とうございま
した」とあい
さつをするこ
とができまし
た。

1 年生 昔あそびを教えていただきました

柊の周りを囲っていた竹垣が古くなって気に
なっていたのですが、今年になって新しくなり
ました。地域の渡辺稔夫様より竹を御寄贈いた
だき、本校用務員の髙村さんが丁寧に作り上げ
ました。柊は稲葉小学校のシンボルです。10
月には、また花を咲かせ芳香を漂わせてくれる
ことと思いま
す。大切に受
け継ぎ守って
いきたいと思
います。稲葉
小学校にお越
しの際は、是
非ご覧になっ
てください。

お忙しい中、授業参観・講演会・懇談会と大変お世話になりました。今回の授業参観では、
今までの生活を振り返って感謝の気持ちを表したり、生活科や総合的な学習の時間等で学習し
たことについて発表したりしました。子どもたちの成長の様子を見ていただけたことと思いま
す。また、講演会では栃木県教育委員会の学力向上アドバイザー綱川淨恵先生から『これから
を生きる子どもたちのために』と題してお話をうかがいました。

・変化の激しいこれからの社会を生きる子どもたちには、知識も大切だけれど自分から問
題を解決していこうとする意欲や思考力・判断力が必要であること。

・全国学力テストで高い得点をあげている秋田県を視察して、素直でまじめな子どもたち
が多く教育環境がきわめて良いこと。先生方が連携して問題解決の過程を大切にした授
業を進めていること。

稲葉小学校の子どもたちと共通するところがあると思ってお話を聞き
ました。綱川先生の資料をいただきましたので載せさせていただきます。

２月１８日、授業参観・講演会・懇談会 お世話になりました

秋田わか杉っ子学の十か条
１早寝早起き朝ご飯に家庭学習･･･規則正しい生活がスタートライン
２学校の話題で弾む一家団らん･･･笑いが脳を活性化
３読書で拓く心と世界･･･めくるページ、広がる想像力
４話して書いて伝え合う国語･･･国語力は学びの基本
５難問・難題にも挑戦する算数・数学･･･あきらめずやりきる
６新発見の連続、広がる総合･･･総合の時間は脳のビタミン
７決まり、ルールは守ってあたりまえ･･･落ち着いた教室で高まる集中力
８いつも気をつけている言葉遣い･･･相手意識で磨く活用力
９説明は筋道立てて伝わるように･･･整理する工夫が脳のトレーニング
10学んだことは生活で活用･･･活用できて本当の生きる力


